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パブリックコメント手続の実施結果について（案） 

 

１ 案件名 

  平塚市地域公共交通網形成計画（素案） 

 

２ 案件の概要 

  平成２６年に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」が改正され、地域の総合行政を

担う地方公共団体が中心となり、地域戦略の一環として公共交通ネットワーク全体を一体的に形

づくり、持続させることを目的とした「地域公共交通網形成計画」を策定することが可能となり

ました。 

このような背景を踏まえ、まちづくりと一体となった持続可能な交通体系の実現を目指して

「平塚市地域公共交通網形成計画」を策定するものです。 

なお、計画期間は２０１９年度から２０２７年度までの９年間です。 

 

３ 募集概要 

（１）意見の募集期間 

平成３１年 ２月 ８日（金）～平成３１年 ３月１１日（月） 

（２）意見の提出方法 

持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール 

 

４ 実施結果 

（１）提出意見数 

個人から ６ 人 １４ 件 

団体から  １ 団体  ６ 件 

合計   ２０ 件 

（２）意見内訳 

項目 件数 (件) 

５－１ 現況整理と課題のまとめ ２ 

６－１ 基本理念 １ 

６－２ 基本方針 ２ 

７－１ 施策の体系一覧 ８ 

資料編 地区ごとの現況整理と課題のまとめ ７ 

合計 ２０ 

（３）意見への対応区分 

項目 説明 件数 (件) 

ア：反映 意見を受けて計画案等を修正したもの ０ 

イ：反映済み 既に計画案等に記載されているもの又は既に対応しているもの ６ 

ウ：参考 取組を推進する上で参考とするもの １３ 

エ：その他 意見募集の範囲と異なるもの、反映が困難なもの、質問など １ 

合計 ２０ 

 

資料－１ 
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５ 意見対応表 

番号 項目 市民意見の概要 市の考え方 
対応 
区分 

１ ４７～４９

ページ 

５－１ 

現況整理と

課題のまと

め 

平塚市のバス路線は、駅方面へ

向かう場合はいいが、東西方向

へ移動する場合、ほとんどが一

旦駅まで行かなければ乗り換え

ができないことが不便である。 

ご意見の内容につきましては、 ４

７ページの「５－１ 現況整理と課題

のまとめ」、「（１）平塚市全体の現況

整理」に記載しているように、認識し

ております。 

このため、「東西方向への移動」につ

きましては、６１ページの「（２）公

共交通の利用が不便な地域への対応 

①地域内交通の整備」の施策「環状路

線の新規運行」に取り組む上で、利用

者ニーズや道路整備及び土地利用の

状況を踏まえながら、交通事業者や道

路管理者などの関係機関と連携して、

導入可能性を検討してまいります。 

また、７１ページの「（４）自家用車

依存からの転換と公共交通の利用促

進 ①利用促進事業」の施策「バスの

乗継割引」の検討を進め、平塚駅を中

心に放射状に充実しているバス路線

の利便性の向上を進めてまいります。 

反映

済み 

２ ４７～４９

ページ 

５－１ 

現況整理と

課題のまと

め 

課題の３番目「交通空白地域及

び交通不便地域における移動手

段を確保する必要がある。」と６

番目「地域公共交通の利用促進

を図る必要がある。」が、郊外に

住む高齢者にとって、一番の関

心所である。その課題達成の理

念・方針の中に、人と人のつな

がり、地域間の横のつながりを

生むシステムを取り入れてはど

うか。 

ご意見の「人と人のつながり、地域間

の横のつながり」につきましては、本

計画の基本理念として、重要な視点で

あると考えております。 

このため、５０ページの「６－１ 基

本理念」に、「地域をつなぐ誰もが利

用しやすい持続可能な公共交通ネッ

トワークの形成」を掲げております

が、平塚市のスローガンである「手を

つなぎたくなる街 湘南ひらつか」と

も合致しております。 

反映

済み 

３ ５０ページ 

６－１ 

基本理念 

自転車の移動は７５歳以上の高

齢者には無理と考える。 

２ページの「１－３ 計画の位置づ

け」に記載しているとおり、本計画は、

上位計画及び関連計画との整合を図

るものとしております。このため、本

計画の関連計画である「平塚市自転車

利用環境推進計画」との整合を図るこ

とから、基本理念に自転車活用の推進

を位置づけております。 

参考 
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なお、ご指摘のとおり、高齢者の方の

自転車の利用は難しい場合がありま

すので、６１ページの「（２）公共交

通の利用が不便な地域への対応」の施

策「路線バス以外の地域内移動手段の

確保」に取り組むことにより、地域の

実情や利用ニーズに合った地域内の

移動手段の確保について、地域ととも

に、交通事業者や庁内関係部局と連携

しながら、検討してまいります。 

４ ５１ページ 

６－２ 

基本方針 

高齢者や障がい者をはじめ、誰

もが無理なく移動できるために

は、バス停までの歩行時間が少

ないほうがよい。また、公民館、

医療機関、商店街、又は、ター

ミナル駅を中心に、直接的に交

通機関を利用できるとよい。 

しかし、この計画案によると、

既存の路線バスの運行本数３０

本以上のところまでの地域バス

の運行を指していると思われる

ため、この場合、途中でバスタ

ーミナルでの乗り換えが必要と

なる。健康であればそれも可能

であるが、高齢者や障がい者は

出かける気持ちにはなれないと

思われる。 

高齢者や障がい者をはじめ、誰もが無

理なく移動できるようにするため、６

４～６５ページの「（３）誰もが利用

しやすい公共交通環境の整備 ①バ

リアフリー化の推進」の施策による交

通施設のバリアフリー化とともに、６

６ページの施策「バス停の待合い環境

改善」等に取り組むことにより、公共

交通のサービスレベルの向上に努め

てまいります。 

参考 

５ ５１ページ 

６－２ 

基本方針 

ツインシティ大神地区と城島、

岡崎、真田、北金目を東西に結

ぶ交通路線があると、人の流れ

が生まれてくるのではないか。

（新しい町に行ってみたい。新

しい町の人達と交流を図りた

い。その延長線上の駅から新幹

線に乗りたい。等） 

また、豊田地区、城島地区、岡

崎地区、金田地区（例：花菜ガ

ーデン）をまわり、平塚特産の

農産物（イチゴ、野菜、花卉等）

の買い物ツアーコース路線があ

るとよい。 

「ツインシティ大神地区と城島、岡

崎、真田、北金目を東西に結ぶ交通路

線」や「買い物ツアーコース路線」に

つきましては、６１ページの「（２）

公共交通の利用が不便な地域への対

応 ①地域内交通の整備」の施策「環

状路線の新規運行」に取り組む上で、

利用者ニーズや道路整備及び土地利

用の状況を踏まえて検討することに

なります。 

ご意見につきましては、今後の検討の

参考とさせていただきます。 

参考 
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６ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

鉄道網における増発など他市へ

のアクセス・利便性の向上を図

る必要がある。さらに、新たな

路線の乗り入れなどにより東西

方面とともに南北方面の強化を

図るべくＪＲをはじめ私鉄など

交通関係機関に強力に働きかけ

てもらいたい。（相模線・いずみ

野線の乗り入れなど） 

ご意見のとおり、「広域連携を支える

鉄道の利便性の向上」は、重要と考え

ております。 

５４ページの「（１）まちづくりと広

域連携を支える公共交通体系の整備 

①鉄道の利便性向上の促進」の施策

「既存路線の利便性向上の促進」及び

「鉄道駅の新設・延伸の促進」を鉄道

事業者に働きかけてまいります。 

反映

済み 

７ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

ツインシテイや大学など核とな

る拠点へは、特定の時間帯など

必要に応じて直通の路線バスを

設けるなど利便性の向上に努め

る必要がある。 

ご意見のとおり、「広域連携を支える

路線バスの利便性の向上」は、重要と

考えております。 

５６ページの「（１）まちづくりと広

域連携を支える公共交通体系の整備 

②バスの公共交通軸の整備・強化」の

施策「幹線バスの整備・強化」に取り

組む上で、参考とさせていただきま

す。 

参考 

８ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

公共交通（路線バス）への移行

策として、遅れの大きな要因で

ある交通渋滞の解消は大きな課

題である。 

ご意見のとおり、「路線バスの移行策

として、交通渋滞の解消」は、重要な

視点と考えております。 

このことから、路線バスの定時性・速

達性を高めるための施策として、６０

ページの「（１）まちづくりと広域連

携を支える公共交通体系の整備 ②

バスの公共交通軸の整備・強化」の施

策「走行環境の向上」に取り組んでま

いります。 

反映

済み 

９ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

公共交通（路線バス）について

は、東西の利用度は少ないが、

駅での乗り換えが必要となるた

め、核となるバス結節点を強化

し、東西の利便性を向上する必

要がある。 

公共交通（路線バス）の利便性を向上

させるために、６６～６８ページの

「（３）誰もが利用しやすい公共交通

環境の整備 ②交通結節点の整備」の

施策「バス停の待合い環境改善」及び

「サイクル＆ライド施設の整備」に取

り組んでまいります。 

また、６１ページの「（２）公共交通

の利用が不便な地域への対応 ①地

域内交通の整備」の施策「環状路線の

新規運行」に取り組むとともに、７１

ページの「（４）自家用車依存からの

転換と公共交通の利用促進 ①利用

反映

済み 
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促進事業」の施策「バスの乗継割引」

の検討を進め、平塚駅を中心に放射状

に充実しているバス路線の利便性の

向上を進めてまいります。 

１０ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

街の玄関口である駅舎やホーム

が老朽化していて、改良・整備

による中心市街地と一体となっ

た街づくりを推進し、街のイメ

ージアップと利用客の利便性の

向上やバリアフリー化等を図る

必要がある。 

ご意見の内容につきまして、６４ペー

ジの「（３）誰もが利用しやすい公共

交通環境の整備 ①バリアフリー化

の推進」の施策「交通施設等のバリア

フリー化」の参考とさせていただきま

す。 

参考 

１１ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

高齢化社会の進展により、公共

交通の重要性・依存度がますま

す高くなっていくものと思われ

る。 

高齢者や障がい者等の移動が制約さ

れる方々の交通の利便性を向上させ

るとともに、自家用車依存からの転換

を図るために、６９ページ以降の

「（４）自家用車依存からの転換と公

共交通の利用促進 ①利用促進事業」

の各施策に取り組んでまいります。 

反映

済み 

１２ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

高齢者、障がい者、妊婦等の方々

が、あらかじめ申請することで、

バス停以外の場所でも乗車でき

るシステムを導入してみてはど

うか。 

ご意見の内容につきましては、本計画

の施策に位置づけておりませんが、６

２ページの「（２）公共交通の利用が

不便な地域への対応 ①地域内交通

の整備」の施策「路線バス以外の地域

内移動手段の確保」に取り組む上で、

地域の実情や利用ニーズの把握が重

要と考えておりますので、今後の検討

の参考とさせていただきます。 

参考 

１３ ５３ページ 

７－１ 

施策の体系

一覧 

かなちゃん手形の購入時に援助

をするなど、自動車運転免許証

の返納者に対するメリットがあ

るとよい。 

ご意見の「かなちゃん手形の補助等」

につきましては、本計画の施策に位置

づけておりませんが、５１ページの

「６－２ 基本方針」に基づく施策

（ハード施策及びソフト施策）に取り

組むことにより、公共交通の利用サー

ビスを充実させることで、運転免許証

返納の促進を目指してまいります。 

その

他 
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１４ ８４ページ 

資料編 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

大野地区 

大野地区の東中原住宅前の上り

線のバス停がない。大野中学校

前か伊勢山のバス停まで行かな

ければならなく、年寄りの方が

大変であるため、検討してもら

いたい。また、シャトルバスで

市役所や病院等、主たる所をつ

ないでもらいたい。 

東中原住宅前の平塚駅方面行きのバ

ス停につきましては、バス停の再設置

に向けて、バス停を設置するバス事業

者とともに、地元自治会の協力を得な

がら、周辺の地権者の方々に再設置を

お願いしておりますが、実現には至っ

ていない状況です。また、「シャトル

バスで主たる所をつなぐ」ことにつき

ましては、６１ページの「（２）公共

交通の利用が不便な地域への対応 

①地域内交通の整備」の施策「環状路

線の新規運行」等に取り組む上で、利

用者ニーズや道路整備及び土地利用

の状況を踏まえて検討することにな

ります。 

参考 

１５ ８６ページ 

資料編 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

豊田地区 

豊田地区は、県道６０６号（大

島明石）の打間木がバスの本数

が少なく非常に不便である。ま

た、工業団地で働く人達にとっ

ても車がないと不便である。 

運行本数・系統数ともに少ないバス路

線の対応につきましては、６１ページ

の「（２）公共交通の利用が不便な地

域への対応」のとおり、まずは、「既

存路線バスの確保・維持、改善」に取

り組んでまいります。 

参考 

１６ ９２ページ 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

岡崎地区 

岡崎地区のふじみ野は、バスの

時間が平塚までは１時間に１回

程度であり、東京、横浜、新宿

方面へ移動する場合は、小田急

小田原線の利用が多いことか

ら、伊勢原駅までのバス便を増

やしてもらいたい。 

参考 

１７ ９２ページ 

資料編 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

岡崎地区 

岡崎地区は、市民病院へバスで

行こうとすると、一旦、平塚駅

へ行き、乗り換えなくてはなら

ない。 

豊田本郷から、金田地区を通っ

て市民病院方面に行く路線をつ

くってもらえると、市民病院へ

の交通の利便性が格段に上がる

と思われる。 

６１ページの「（２）公共交通の利用

が不便な地域への対応 ①地域内交

通の整備」の施策のとおり、既存路線

バスの運行地域においては、「路線バ

スの確保・維持、改善」に取り組んで

まいります。また、「環状路線の新規

運行」に取り組むとともに、７１ペー

ジの「（４）自家用車依存からの転換

と公共交通の利用促進 ①利用促進

事業」の施策「バスの乗継割引の検討」

に取り組むことで、地域内移動の利便

性の向上に努めてまいります。 

参考 
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１８ ９２ページ 

資料編 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

岡崎地区 

岡崎地区のふじみ野や丸島など

の地域は、住民の高齢化も進み、

坂もあることから、買い物等に

不便であるため、デマンドタク

シーやコミュニティバスで、地

域とスーパー等をつないでもら

いたい。現在は、自家用車を利

用できる人も、いずれは使えな

くなるので、将来を見据えて検

討してもらいたい。 

６１ページの「（２）公共交通の利用

が不便な地域への対応 ①地域内交

通の整備」の施策「路線バス以外の地

域内移動手段の確保」に取り組むこと

により、地域の実情や利用ニーズに合

った地域内の移動手段の確保につい

て、地域とともに、交通事業者や庁内

関係部局と連携しながら、検討してま

いります。 

また、「環状路線の新規運行」に取り

組むとともに、７１ページの「（４）

自家用車依存からの転換と公共交通

の利用促進 ①利用促進事業」の施策

「バスの乗継割引の検討」に取り組む

ことで、地域内移動の利便性の向上に

努めてまいります。 

参考 

１９ ９２ページ 

資料編 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

岡崎地区 

岡崎地区は、高齢化が進み、１

０年後は自家用車での買い物は

無理な人がほとんどであると思

われる。伊勢原駅にスーパーが

３箇所あり、巡回バスなどの運

行を安い運賃で、多く運行して

もらいたい。 

参考 

２０ ９６ページ 

資料編 

地区ごとの

現況整理と

課題のまと

め 

金目地区 

金目地区の北金目から東海大学

前駅への公共交通網の形成や、

市図書館や市役所へ行けるバス

路線の検討は、地域住民にとっ

て、とても必要性を感じている。 

その地域の事情や需要によって

バスの種類を柔軟に考え、コミ

ュニティバスや循環バスなどの

検証と実験、さらに、住民の意

見を反映させた公共交通網の形

成が重要であると考える。 

金目地区の北金目と平塚駅方面とを

結ぶ「東海大学前駅への公共交通網の

形成」につきましては、５６ページの

「（１）まちづくりと広域連携を支え

る公共交通体系の整備 ②バスの公

共交通軸の整備・強化」の施策「幹線

バスの整備・強化」に取り組んでまい

ります。 

また、「コミュニティバスや循環バス

などの検証と実験」につきましては、

６１ページの「（２）公共交通の利用

が不便な地域への対応 ①地域内交

通の整備」の施策「環状路線の新規運

行」に取り組むことにより、利用者ニ

ーズや道路整備及び土地利用の状況

を踏まえながら、交通事業者や道路管

理者などの関係機関と連携して、導入

可能性を検討してまいります。 

参考 

 

＜お問い合わせ先＞ 

平塚市まちづくり政策部交通政策課 

電話：０４６３－２１－９８４０  

電子メール：kotsu@city.hiratsuka.kanagawa.jp 


